
本稿は Linux Japan誌 2001年 8月号に掲載された
記事に補筆修正したものです．

Unicode は今

前回，Ghostscriptに関連して CIDフォントのことを
調べていたら，「そういえば Unicode[1]W3 は Linuxで
どの程度使えるのか」と気になり始めました．XFree86
が独自に，Xlib の Unicode 化を提案し，日本を始め
とする多バイトフォントの扱いにケリを着けようとし

て猛烈な反発を受けた事件は記憶に新しいところです

[2]W3．

世界中のあらゆる言語を統一的に記述するために，数

学記号をも含めて文字を一つの表に載せるという発想

は自然なものですし方向性としては正しいのでしょう．

しかし，実際に漢字などを常用するわけではない欧米

人が中心になって実装するとなると政策・技術両面で問

題がでてくるようです．Xlib の場合は Unicode だけで
良いという政策が見え隠れして嫌われたようです．技

術上も，完全なフォントファイルができていないとい

う低水準の問題から，標準ライブラリの問題まで，全

てのアプリケーションが Unicode 対応となるまでには
まだまだ時間がかかりそうです．

記事を書くためにいろいろ調べて，最後に JF の
HOWTO にあたったところ，筆者のまとめた内容が
ほとんど全て記述されていたことにショックを受けまし

た．そんなわけで，JF の Unicode-HOWTO[3]W3 と

いうありがたい解説があるので，今回はそれを補う形

で筆をすすめることにしましょう．なお，符号化とい

う点では，ASCII と互換性がある UTF-8 がもっとも
有力となっているようです [4]

フォントファイル

何はともあれ，X 上で字の形がみえなければ話にな
りません．Unicode の表は unicode.org から入手でき
ます [1]．CJK Unified Ideographs は，U+E400 より
U+9FA5 までに割り当てられています (図 1)．まずは
Unicode を表現しうる ISO-10646 のフォントファイル
を入手しましょう．上述しましたが，コード表上の全て

のグリフが組み込まれたフォントファイルはありませ

ん．Unicode-HOWTO に掲載されているフォントの中
では，この分野でもっともアクテイブな Markus Kuhn
（Markus.Kuhn@cl.cam.ac.uk）氏が提供する

図 1 Unicode チャートの CJK Unified Ideographs

の先頭部分
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¨ ¥
http://www.cl.cam.ac.uk/ mgk25/download
/ucs-fonts.tar.gz および ucs-fonts-asian.tar.gz§ ¦
が 充 実 し て い ま す．こ れ ら を 例 え ば

/usr/lib/X11/fonts/ucs で展開して ISO-10646
のフォントだけを残すようにすると管理が楽です．も

ちろん，XF86Config の FontPath 登録も忘れずに．
xfontselなどで確認したいのですが，標準のものではほ
とんど空白が表示となってしまいます．Mark Leisher
（mleisher@crl.nmsu.edu）氏による ISO-10646 を自動
判別するパッチのあたった xfontsel を入手すると便利
です [5]W3．

図 2 パッチが当たった xfontsel による ISO-10646 フォ

ントの表示

UTF-8 対応 xterm

CUI派にとって，次に欲しいのは端末エミュレータ
でしょう．最近の xterm は UTF-8 をサポートしてい
ます．Unicode-HOWTO に書いてある通り¨ ¥
http://www.clark.net/pub/dickey/xterm§ ¦
からソースを取得して（バージョンは展開すると判明

して 1.56 ）¨ ¥
./configure --enable-wide-char§ ¦
を実行した後すんなり makeできます．ロケールを utf-
8 にし，さらに英数フォントの倍幅の漢字フォントを
使うリソース指定を ~/.Xdefaults などに追記してお

きましょう．¨ ¥
XTerm*utf8: 1
xterm*VT100*font:\
-misc-fixed-medium-r-normal--18-120-100-100-c-90-iso10646-1
xterm*VT100*wideFont:\
-misc-fixed-medium-r-normal-ja-18-120-100-100-c-180-iso10646-1§ ¦
この例は Kuhn 氏の ucs-font を使う設定です．ucs-
fonts.tar.gz を展開すると ディレクトリ example の下
に UTF-8 のサンプルファイルがあります．図 3は英語
版いろは綴り詞 quickbrown.txt の仮名部分です．ヘブ
ライ文字が下にみえます．

ページャー lv

上記の UTF-8 テキストを眺める際，cat ですと最後
まで行ってしまうし今さらmoreでもないし lessを使い
たいのですが，UTF-8を扱うようにするにはパッチが必
要ですし，実際に使うには環境変数 LESSCHASET を
かえなければならないなど結構手間です．そこで，強力

な多言語ファイルビューア lvを使ってみました（Plamo
なら contribにあります）．UTF-8 ファイルと判って
いるならば，¨ ¥
lv -Au8 quickbrown.txt§ ¦
で自由にスクロールさせて眺めることができます．

図 3 UTF-8 パッチの当たった xterm の実行画面

エディタ yudit

いよいよエディタです．多言語エディタといえばmule
で決まりとは思いますが，ここではその定番をはずし

て，Gaspar Sinai（gsinai@yudit.org）氏 [6]W3 による

yudit をいじってみましょう．yudit は，X サーバーが
提供するフォント以外に，独自に TTF フォントを使
うことができます．また，各言語入力も切り替えられ

るなど，多言語対応としては初心者にも使いやすいも

のになっています．wananabe-micho.ttf は使えないよ
うなので，次の日本語を含む TTF フォントを入手し
ましょう．

• http://ftp.netscape.com/pub/communicator

/extras/fonts/windows/ の Cyberbit.ZIP か
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CyberCJK.ZIPW3

• http://www.on.cs.keio.ac.jp/~yasu

/jp_fonts.html の東風 (こち)明朝W3

図 4は，cyberbit.ttf を使って quickbrown.txt を表示
しています．東風明朝よりも Cyberbitの方が多くの言
語を含んでいます．

コンパイルとインストールはすんなり終了します．シ

ステム全体の設定は¨ ¥
/usr/share/yudit/config/yudit.properties§ ¦
で行います．特別なことは何もないので，フォントをお

くディレクトリと名前などをきちんと記述することと，

languageは ja（ja_JP.eucJPではありません）を指定

する位しか注意すべき事柄はありません．フォントの設

定さえしっかりしていれば，当然ですが，入力言語を切

り替えて次々といろいろな言語を一つの文章中に書く

ことがすぐにできます．日本語に関しては kinput2 と
kana（漢字変換しない）入力があります．また，文字
列の方向を切り替えるボタンがあり，これでアラビア

文字が入力できるんだろうなと妙に感心したりします．

図 4 UTF-8多言語エディタ yuditの実行例：cyberbit.ttf

を用いている

エディタとしての機能は文字入力，カット＆ペース

ト，検索・置換という最小限のものですが，印刷に関し

ては PS に変換し Ghostscript を経由して行い特別な
準備が必要ありませんから，すぐに使えます（図 5）．

図 5 yudit から印刷プレビューにより gv が起動された例

まとめ

Unicode-HOWTO にはカーネルや tty，あるいは基
本コマンドの UTF-8化方法が記述されていますが，ま
だ未整備という印象です．ja_JP.UTF-8 でシステム全

体が動くにはまだま時間がかかりそうです．
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